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－土壌有機態炭素に関する専門家会合－参加報告OECD

大倉 利明土壌分類研究室

「君と僕が行くか、それとも、君が行くか、と

にかく、君は行く 」という今井化学環境部長の。

言を受けて、 年 月 日から 日にかけ2002 10 15 18

て、カナダのオタワにて開催された、経済協力開

発機構（ ）の土壌有機態炭素に関する専門OECD

家会合に出席した。その会合の概要と、当該課題

に対する の取り組みを報告する。なお、OECD

本会合には 加盟国を中心に カ国、 名OECD 23 73

の出席があった。

土壌有機態炭素は平たく言えば、土の黒味を出

す腐植の成分であるから、日本の黒ボク土（火山

灰土）のような土壌では多く含まれるし、乾燥地

帯の赤茶けた砂っぽいところには少ない。この様

な現象は、土壌が形成される環境条件（土壌生成

因子）が多様であることに由来している。本会合

は、土壌有機態炭素が農業環境を測る指標の一つ

、 。として採択出来るかどうか に焦点があてられた

国別の報告では、温室効果ガス（ ）との関GHG

係で、土壌が炭酸ガスの発生源となるか、それと

も吸収体として活用出来るか、という観点から議

論する発表が多かった。しかし、過去のデータ蓄

積が乏しいことから、短期間での増減から放出・

吸収を推測する手法が大勢を占めている。黒ボク

土のように、もともと土壌有機態炭素を多く含む

土壌では、人為的に有機物を加えても平衡状態に

達しているために大きな増減は認められない。ま

た、有機物に含まれる窒素などによる環境負荷の

増加を引き起こす可能性もある。農耕地の土壌有

機態炭素の経時変化を詳細に全国規模で記録し報

告を行った国は、日本と韓国だけであった。過去

年の間に、日本の農耕地でも黒ボク土では有20

機態炭素は減少し、赤黄色土などの有機態炭素含

量が少ない土壌では、有機物の投入によって有機

態炭素含量は増加している事を示し、基本的なデ

ータの密度と精度を上げること、つまりは、イン

ベントリーをきちんと行うことが回り道のように

見えて実は、最も安全な方策であることを主張し

た。

また、国別発表を行ったセッションのとりまと

め役が、ニュージーランドの 氏であっKevin Tate

たことは、非常に幸いした。氏は、民営化以前の

土壌局（ ）時代から土壌腐植物質NZ Soil Bureau

の著名な研究者である。日本の黒ボク土に関する

知見も豊富であったため、我が国の農耕地土壌の

特殊性を理解しつつ、面積が小さい国では、小さ

いなりに、精密なデータ集積が必要であり、日本

や韓国の定点調査は評価されるし、各国も見習う

べきであると、サポートしてもらった。

専門家会合ということで、各国の出席者は研究

管理職の人も多く、それぞれの研究機関の抱える

問題点やビジョンについて、興味深い話を伺うこ

とが出来たことは非常に有意義であった。また、

政策立案に携わっている行政部門の人たちとも議

論が出来たことは、研究者にとって、自身の研究

成果が政策策定への基礎となりうる可能性がある

ことを知る良い機会であり、研究の動機付けに大

きな寄与があると感じた。

なお、本会合でとりまとめられた提案は 月11

中旬には提案書の体を整え、 月 日～ 日12 16 18

にパリで開催される合同作業プログラム（ ）JWP

12で検討される。また、それぞれの発表原稿は

月初めまでに修正を行い、 の サイトOECD web

2003で公表される 本会合のプロシーディングは。 、

年早期にカナダ農業・食糧省と の合作でOECD

出版される。また、当指標は、 年早期に出2004

版予定の農業における環境指標－第 巻－の一つ4

の章として掲載される。
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